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＜社労士への第一歩！短期合格学習法セミナー＞	
 

	
 

	
 

１．試験の概要	
 

(1)	
 試験の形式	
 

①	
 択一式	
 5 肢択一問題：10 問×7 カテゴリー（70 点満点 210 分）	
 

②	
 選択式	
 穴埋め問題（選択肢群から選択）：5 ブランク×8 科目（40 点満点 80 分）	
 

	
 

(2)	
 法令科目の概要	
 

	
 科目名	
 概	
 	
 要	
 

労

働

保

険

科

目	
 

労働基準法	
 
使用者と労働者の間で約束される賃金や労働時間などの

労働条件について、その最低基準を規定する法律	
 

労働安全衛生法	
 
職場における安全と健康を確保するための最低基準を設

け、また、快適な職場環境の形成を促進するための法律	
 

労働者災害補償	
 

保険法	
 

労働基準法に定められた使用者の（無過失の）災害補償責

任を前提に、業務上災害や通勤災害に関する保険給付につ

いて規定した法律	
 

雇用保険法	
 
失業した場合や雇用の継続が困難な状況となった場合の

生活保障としての給付について規定した法律	
 

労働保険徴収法	
 

労働保険（労災保険と雇用保険の総称）の保険関係の成立

及び消滅、保険料の計算方法と納付の手続などを定めた法

律	
 

労務管理その他の労働

に関する一般常識	
 

個別の法律科目となっていない労働関係法令（労働者派遣

法、男女雇用機会均等法、労働組合法など）、労働経済の

動向、労務管理などの総称	
 

社

会

保

険

科

目	
 

国民年金法	
 

全ての国民を対象として、高齢期や障害状態となったとき

の所得保障、死亡に係る遺族の生活保障について、終身年

金として支給することを定めた法律	
 

厚生年金保険法	
 

民間企業の労働者を対象として、高齢期や障害状態となっ

たときの所得保障、死亡に係る遺族の生活保障について、

国民年金に上乗せする「2 階部分の年金」の位置付けとし

て定めた法律	
 

健康保険法	
 
業務外の病気・けが・死亡・出産に関して、労働者とその

扶養家族のために設けられた医療保険制度を定めた法律	
 

社会保険に関する	
 

一般常識	
 

個別の法律科目となっていない社会保険関係法令（国民健

康保険法、介護保険法、確定拠出年金法など）、社会保障

制度の知識全般の総称	
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(3)	
 試験問題の出題形式	
 

【択一式】	
 	
 日本国籍を有しない者に対する脱退一時金に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。（平 26 厚生年金保険法問 4）	
 

Ａ	
 	
 老齢厚生年金の受給資格期間を満たしているが、受給開始年齢に達していないた

め、老齢厚生年金の支給を受けていない者は、脱退一時金を請求することができる。	
 

Ｂ	
 	
 脱退一時金を請求した者が、当該脱退一時金を受給する前に死亡した場合、一定の

遺族は未支給の脱退一時金を請求することができる。	
 

Ｃ	
 	
 障害手当金の受給権を有したことがある場合であっても、脱退一時金を請求するこ

とができる。	
 

Ｄ	
 	
 最後に国民年金の被保険者の資格を喪失した日（同日において日本国内に住所を有

していた者にあっては、同日後初めて、日本国内に住所を有しなくなった日）から起

算して 1 年を経過しているときは、脱退一時金を請求することができない。	
 

Ｅ	
 	
 脱退一時金の額は、最後に被保険者の資格を喪失した日の属する月の前月の標準報

酬月額に、被保険者であった期間に応じた支給率を乗じて得た額とする。	
 

	
 

【択一式】	
 	
 次の文中の	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 の部分を選択肢の中の最も適切な語句で埋め、完全な

文章とせよ。（平 26 問 8 国民年金法）	
 

1	
 	
 政府は、少なくとも	
 	
 	
 Ａ	
 	
 	
 年ごとに、保険料及び国庫負担の額並びに国民年金法

による給付に要する費用の額その他の国民年金事業の財政に係る収支について、その現

況及び	
 	
 	
 Ｂ	
 	
 	
 期間における見通しを作成しなければならない。	
 

この	
 	
 	
 Ｂ	
 	
 	
 期間は、財政の現況及び見通しが作成される年以降おおむね	
 	
 	
 Ｃ	
 	
 	
 年

間とする。	
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 故意の犯罪行為若しくは重大な過失により、又は正当な理由がなくて	
 	
 	
 Ｄ	
 	
 	
 こと

により、障害若しくはその原因となった事故を生じさせ、又は障害の程度を増進させた

者の当該障害については、これを支給事由とする給付は、その	
 	
 	
 Ｅ	
 	
 	
 ことができる。	
 

	
 

〔選択肢群〕	
 

①	
 3	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ②	
 5	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ③	
 7	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ④	
 10	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑤	
 25	
 

⑥	
 30	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑦	
 50	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑧	
 100	
 	
 	
 	
 	
 ⑨	
 医師の診察を拒んだ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑩	
 財政均衡	
 

⑪	
 財政計画	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑫	
 収支均衡	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑬	
 将来推計	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑭	
 全額の支給を停止する	
 

⑮	
 全部を一時差し止める	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑯	
 全部又は一部を一時差し止める	
 

⑰	
 全部又は一部を行わない	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑱	
 当該職員の指導に従わない	
 

⑲	
 当該職員の診断を拒んだ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⑳	
 療養に関する指示に従わない	
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２．おススメ学習ステップ	
 

Step1	
 	
 インプット編	
 

①	
 「専用テキスト」と「講義動画」を利用し、ひとつの科目を聴き通すこと。	
 

②	
 細部にこだわらず、一か所にとどまらないこと。	
 

③	
 早い段階で「過去問題集（一問一答形式）」を利用すること。	
 

	
 

Step2	
 	
 アウトプット編	
 

①	
 一科目が済んだら、5 肢択一答練（本試験形式の問題）で、実力養成を図る。	
 

②	
 答練（答案練習）で正誤判断し、テキストであいまいな箇所をつぶしていく。	
 

③	
 周辺に掲載された関連規定も併せてチェックする。	
 

④	
 全科目を通じてこのやり方（インプットとアウトプットの組み合わせ）で。全体が済ん

だ後も、各科目アウトプットで知識を確認、あいまいな知識を見つけてはつぶす！の繰

り返し。	
 

	
 

Step3	
 	
 直前期対策編	
 

①「改正法対策」	
 

社労士試験は法改正部分がタイムリーに出題される。	
 

②「選択式対策」	
 

日常学習でトレーニングしにくい分野を別教材で強化する。	
 

③「一般常識対策」	
 

労働経済データ・厚生労働白書、労働市場における各種意識調査結果など。	
 

	
 

	
 

～皆さんのチャレンジをお待ちしています！～	
 

一緒に頑張りましょう！	
 


